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（様式１）
大阪市立天満中学校　夜間学級　平成30年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）

　

１　学校運営の中期目標



２　中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む）

３　本年度の自己評価結果の総括



（様式２）
大阪市立天満中学校　夜間学級　平成30年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	達成状況

	【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】
○生徒アンケートにおける「年齢や国籍などが違う人たちと出会い、さまざまな立場の人の思いを考えるようになった。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。
○生徒アンケートにおける「学校行事や生徒会活動、クラブ活動に進んで参加している。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容① 【施策３　道徳心・社会性の育成】≪協力し合う集団作り≫
　学級活動・学校行事・生徒会活動・クラブ活動等を通して、協力し合う集団づくりを進める。
	

	指標　生徒アンケートにおける「学校では、大きな声であいさつをしている。」「クラスの当番や清掃は皆と協力して取り組んでいる。」「夜間学級で友だちができた。」と答える生徒の割合を平成２９年度より増やす。
	

	取組内容② 【施策２　安全で安心できる学校、教育環境の実現】
≪防災・減災教育の深化≫
北消防署や曽根崎警察署、北区役所等関係機関の協力のもと、生徒の安全を確保するための取り組みを実施する。
	

	指標　火災を想定した避難訓練及び地震・津波を想定した避難訓練を実施する。防災講話や安全教室を実施する。

	

	取組内容③ 【施策８　施策を実現するための仕組みの推進】
≪学校施設・設備の老朽化への対応≫
　生徒が安全に安心して学習できるよう、日々の点検や学習環境の整備を行う。
	

	指標　学校内外の安全点検の実施と施設・設備の整備を行う。
	


	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	




（様式２）
大阪市立天満中学校　夜間学級　平成30年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	達成状況

	【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
○生徒アンケートにおける「夜間学級は『学びたい』という気持ちを満足させてくれる場所である。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。
○生徒アンケートにおける「授業に参加して楽しい。」「授業の内容がわかるようになった。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。
○各種健康診断の受診率や保健体育科の授業、体育的行事への参加率を向上させる。
○生徒アンケートにおける「先生は、悩み事を聞いたり相談にのったりしてくれる。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。
	



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容① 【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】
≪わかりやすい授業づくり≫
・各教科の基礎・基本をふまえ、教材を工夫・改善し学習意欲を高めさせながらわかりやすい授業づくりを進める。
・日本語が十分でない生徒の抽出による国語・日本語指導を行う。
・国語科、数学科の習熟度の差に応じた指導の工夫、生徒の習熟度に応じたコース分けと個に応じた教材を通して、学力の向上を図る。
・国語、英語、美術の授業で複数の教師による教科指導、複数の教職員が指導することによって現状を的確に把握し、習得の支援をする。
・高校受検を希望するなど、特別な支援を必要とする生徒に対しては、個別に指導時間を確保し、進路を保障する。
	

	指標　生徒アンケートにおける「授業内容がよくわかる。」「授業に参加して楽しい。」と答える生徒の割合を増やす。
	

	取組内容② 【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】
≪主体的・対話的な学びと自主学習習慣の確立≫
・授業へ集中させるとともに自主学習の習慣を身につけさせる。
（授業の準備・復習等）
	

	指標　生徒アンケートにおける「授業中は楽しくしっかり集中して受けている。」「家でプリントの見直しや練習問題などの復習をしている。」「プリントや筆記用具など、忘れ物をしないように努力している。」と答える生徒の割合を増やす。
	

	取組内容③ 【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】

≪学習意欲を高める学校行事等の充実≫
・校外学習行事…遠足、フィールドワーク、近夜中協三大行事等、学校外での行事を通してより広い視点からの見聞を広めるとともに、学校内外での交流を深める。また、準備などの取り組みを活発にすることで、学校生活を充実させる。
・文化活動発表会…昼間の生徒との交流を深めることで、双方が学校生活を楽しみ、学習意欲の向上につなげる。
・芸術鑑賞…音楽や踊り等の舞台を鑑賞することで、芸術に親しむ機会を増やす。
	

	指標　校外学習行事や文化活動発表会への参加者を増やす。
	

	取組内容④ 【施策６　健康や体力を保持増進する力の育成】

≪健康の増進≫
・各種健康診断を受診させ、各自の身体状況の把握等健康管理に努めさせる。
・「保健だより」を発行し、保健指導を行い、疾病の予防等に努めさせる。
	

	指標　各種健康診断を実施し、受診を促進する。
　　　時節に応じて「保健だより」を発行し、保健指導を行う。
	

	取組内容⑤ 【施策６　健康や体力を保持増進する力の育成】
≪体力の保持・増進≫
・保健体育の授業や体育的行事に積極的に参加させる。
・日常的にスポーツに親しむ機会を増やす。
	

	指標　保健体育の授業や体育的行事への参加率を平成２９年度より高める。
　　　スポーツクラブを通して、軽スポーツに親しむ機会を設ける。
	

	取組内容⑥　【施策６　健康や体力を保持増進する力の育成】
≪心の健康の充実≫
・教育相談活動を充実させ、生徒の気持ちを受け止め、安心して学校生活が送れるようにする。日常的に生徒の様子を情報交換する。
	

	指標　年間３回以上教育相談活動を実施する。職員会議や打ち合わせで生徒の情報交換をする。
	


	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	



大阪市立天満中学校夜間学級　平成30年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）
	年度目標
	達成状況

	【その他：教職員の指導力の向上】
○増加傾向にある外国籍生徒に対する国語・日本語指導の方法について、分かりやすい授業を創造するために、全教職員で研修をさらに深める。
○目標に準拠した評価への移行を念頭におき、評価の方法について検討する。
○校外の研修会に積極的に参加し、自己研鑽に努めつつ、得られた知見を授業はじめ様々の取り組みに生かす。
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容① 【施策８　施策を実現するための仕組みの推進】

≪校内研修の充実≫
・国語・日本語指導の方法について、校内研修を実施する。
・評価方法について、研修会を行う。
	

	指標　国語・日本語指導について、効果的な教材を収集し、指導法を身につける。
　　　評価方法について検討し、一定の方向性を出す。
	

	取組内容② 【施策８　施策を実現するための仕組みの推進】

≪校外の研修会への参加≫
近畿夜間中学校連絡協議会、大阪市立中学校教育研究会、大阪市教育センター等の研修会へ積極的に参加し、自己研鑽に努める。
	

	指標　各種研修会に積極的に参加する。
	


	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	




「平成３０年度運営に関する計画」割り振り
ﾍﾟｰｼﾞ
1． 学校運営の中期目標
2． 中期目標に向けた年度目標
３．
年度目標

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）
取組内容①　道徳心・社会性の育成
≪協力し合う集団作り≫・・・・・・・・・・・・・竹島T
取組内容②　安全で安心できる学校、教育環境の実現
≪防災・減災教育≫・・・・・・・・・・・・・・・乙見T
取組内容③　施策を実現するための仕組みの推進
≪学校施設老朽化への対応≫・・・・・・・・・・・教頭T
４．
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
　　取組内容①　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組
　　　　　　　　≪わかりやすい授業づくり≫・・・・・・・・・・・各教科
　　取組内容②　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組
　　　　　　　　≪主体的・対話的な学びと自主学習習慣の確立≫・・各教科
　　取組内容③　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組
　　　　　　　　≪学習意欲を高める学校行事等の充実≫・・・・・・各行事担当
　　取組内容④　健康や体力を保持増進する力の育成
　　　　　　　　≪健康の増進≫・・・・・・・・・・・・・・・・・養護教諭
　　取組内容⑤　健康や体力を保持増進する力の育成
　　　　　　　　≪体力の保持・増進≫・・・・・・・・・・・・・田代T、米澤T
　　取組内容⑥　健康や体力を保持増進する力の育成
　　　　　　　　≪心の健康の充実≫（教育相談）・・・・・・・・阪岡T
６．
【その他　教職員の指導力の向上】
　　取組内容①　施策を実現するための仕組みの推進
　　　　　　　　≪校内研修の充実≫・・・・・・・・・・・・・・吉松T、阪岡T
　　取組内容②　施策を実現するための仕組みの推進
　　　　　　　　≪校外研修会の参加≫・・・・・・・・・・・・・・教頭

(様式例３)

平成３０年度　　学校関係者評価報告書
　大阪市立天満中学校夜間学級　学校協議会
１　総括についての評価


２　年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価

	年度目標：

	

	年度目標：

	

	・

・

・

・




３　今後の学校園の運営についての意見


（様式３）
平成　年度　学校関係者評価報告書

大阪市立　○○小学校　学校協議会
１　総括についての評価

	本年度の学校の自己評価結果は概ね妥当である。

児童や保護者アンケートや検証資料の結果から、学校が子どもたち一人ひとりにあった教育活動を行っていることが伺える。




２　年度目標ごとの評価

	年度目標：心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上
1 今年度の小学校学力経年調査（中学校チャレンジテスト）における標準化得点を…。　    　　　　　　        　 
2 

	· 達成状況の評価に関しては妥当である。全国学力・学習状況調査や小学校学力経年調査（中学校チャレンジテスト）を丁寧に分析するほか、学期に１回、児童と保護者に学校アンケートを実施し、成果と課題を明確にできていると考える。

特に、小学校学力経年調査（中学校チャレンジテスト）の結果から考えて、５年生の算数科の正答率が、昨年よりも５ポイント以上向上したことは、これまでの学校の取組の成果と考える。一方、６年生は…


	年度目標：

	

	



３　今後の学校運営についての意見
	· 入学式や卒業式、運動会等に加え、本年度より学校公開週間を設定し、開かれた学校づくりを推進していることは評価できる。次年度以降も引き続き行っていただきたい。ただ、地域の参観者だけでなく、保護者の参観者が少ないのが課題であると考える。もっと、事前に具体的な内容を知らせるのと同時に、ＰＴＡの協力を得て保護者に啓発する必要がある。また、地域においても連合町会の協力を得て、全ての世帯に回覧板を回す等、アピー




◇教育目標


人間尊重の精神を基盤として「より健康で心豊かに生きるための学力」の育成を図る





◇重点目標


１．生徒の学習意欲に応える授業づくりに努める


２．思いやりの心を持ち、互いに敬愛し合う集団づくりに努める


３．生徒の健康面や安全面を配慮した取り組みの充実に努める





子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】


○平成３２年度末の生徒アンケートにおける「年齢や国籍などが違う人たちと出会い、さまざまな立場の人の思いを考えるようになった。」と答える生徒の割合を平成２８年度の水準より増やす。


○平成３２年度末の生徒アンケートにおける「学校行事や生徒会活動、クラブ活動に進んで参加している。」と答える生徒の割合を平成２８年度の水準より増やす。





【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】


○平成３２年度末の生徒アンケートにおける「夜間学級は『学びたい』という気持ちを満足させてくれる場所である。」と答える生徒の割合を平成２８年度の水準より増やす。


○平成３２年度末の生徒アンケートにおける「授業に参加して楽しい。」、「授業の内容がわかるようになった。」と答える生徒の割合を平成２８年度の水準より増やす。


○平成３２年度の各種健康診断の受診率や保健体育科の授業や体育的行事への参加率を向上させる。


○平成３２年度末の生徒アンケートにおける「先生は、悩み事を聞いたり相談にのったりしてくれる。」と答える生徒の割合を平成２８年度の水準より増やす。


【その他：教職員の指導力の向上】　


○当面する課題解決に向け、校内研修等を通して共通理解を図りながら教職員の指導力の向上に努める。


○校外の研修会に積極的に参加し、自己研鑽に努めつつ、得られた知見を授業はじめ様々な取り組みに生かす。








－１－





【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】


学校園の年度目標


○生徒アンケートにおける「年齢や国籍などが違う人たちと出会い、さまざまな立場の人の思いを考えるようになった。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。


○生徒アンケートにおける「学校行事や生徒会活動、クラブ活動に進んで参加している。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。





【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】


学校園の年度目標


○生徒アンケートにおける「夜間学級は『学びたい』という気持ちを満足させてくれる場所である。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。


○生徒アンケートにおける「授業に参加して楽しい。」、「授業の内容がわかるようになった。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。


○各種健康診断の受診率や保健体育科の授業や体育的行事への参加率を向上させる。


○生徒アンケートにおける「先生は、悩み事を聞いたり相談にのったりしてくれる。」と答える生徒の割合を平成２９年度の水準より増やす。





その他：教職員の指導力の向上】


○増加傾向にある外国籍生徒に対する国語・日本語指導の方法について、分かりやすい授業を創造するために、全教職員で研修をさらに深める。


○目標に準拠した評価への移行を念頭におき、評価の方法について検討する。


○校外の研修会に積極的に参加し、自己研鑽に努めつつ、得られた知見を授業はじめ様々な取り組みに生かす。
































－２－





評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった





－３－





評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった





－４－





－５－





評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった





－６－

















提出するときは、様式３とします。





留意事項





総括シートの「本年度の自己評価結果の総括」が妥当かどうかや、その内容に対する学校協議会の意見などを記述します。





目標別シートごとに、「達成状況」や「進捗状況」の評価が妥当かどうかや、「結果と分析」欄や「次年度への改善点」欄の内容に対する学校協議会の意見を記述します。





次年度以降の学校運営はどうあるべきかなど、今後の学校運営全般に対する学校協議会の意見を記述します。





※シートが１枚に収まらないときは、複数枚になってもさしつかえありません。
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